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公共施設等の早期復旧

一日も早い復旧に向けて、市町の復旧事業への支援も含め、全力で取り組む
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公共土木施設

大海川（かほく市箕打） 大型土のう設置状況

迂回路設置状況（一）高松内灘線（内灘町西荒屋）

○被災後、速やかに応急復旧を実施
⇒ 道路:通行止めは全て解消
河川:必要な応急対応は全て完了

○田んぼに通水できない箇所が多数発生

○市町・地元生産組合と被害状況を早期に把握し、

応急復旧を実施

⇒ 田んぼに水が必要な７月末までに
農業用水を確保

用水路（津幡町鳥屋尾） 仮設水路設置状況

農業水利施設

最大29路線(39箇所)
通行止め



森林公園における大雨被害の現状と対応
○ 被災箇所数:125箇所（園内主要林道:30箇所、サイクリングロード・遊歩道等:95箇所）
○ 利用者の安全確保のため、当面の間休園せざるをえない状況

遊歩道サイクリングロード御舘山林道（吉倉口）御門林道（矢田口）

○ 園内主要林道の復旧を優先 ⇒ R6春までに主要施設の利用再開を目指す
主要施設:インフォメーションセンター、フィールドアスレチック、バーベキュー場など
供用予定:動物愛護センター（R6春）、屋内木育施設（R6夏）

復旧の進め方

今秋に予定していた開園50周年記念イベントは
来年度、主要施設が再開・供用する夏頃に実施

２

みかどりんどう おたちやまりんどうやたぐち よしくらぐち



大雨災害を踏まえた治水対策の検討

○河川の越水など災害要因の検証
○今後の災害防止策や被害軽減策の検討

○県と国・関係市町等で構成する、「河北郡市流域治水対策検討部会」を8月31日に開催

県
土木
農林
危機

河北郡市
流域治水対策
検討部会

国
（北陸地方整備局等）

市町
津幡町
かほく市
内灘町
金沢市

１１月を目途にハード・ソフト両面から流域治水対策をとりまとめ
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被災者に対する応急救助と生活再建の支援

国制度や県独自制度の適用により、被災者の早期の生活再建をしっかりと後押し

災害救助法

【救助項目】
・避難所の設置
・住宅の応急修理
・応急仮設住宅の供与 など

被災者生活再建支援法

【対象世帯】
・全壊世帯
・大規模半壊世帯
・中規模半壊世帯 など

県独自の被災者生活再建支援制度

○ 「半壊世帯」を支給対象とする独自制度を適用

①支給対象・支給額
➢国制度で支給対象外となっている
半壊世帯（損害割合２０％台）
国制度の中規模半壊世帯と同額（最大100万円）

➢国制度の適用がない市町における
半壊以上の世帯
国制度適用市町と同額（全壊などで最大300万円）

②補助率 ※補助事業の実施主体は市町
県１／２、市町１／２

全壊などで
最大３００万円

を支給

○津幡町に対して、被災者生活再建支援法と災害救助法を適用

必要な経費を
県と国が負担 ※今回、適用市町なし
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被災事業者への支援

事業者の前向きな取組を手厚く支援

【対 象】 被害を受けた事業者

【内 容】 施設復旧や生産性向上につながる

設備投資等

【補助額】 最大200万円

事業者からの相談にきめ細かく対応

【対 象】 被害を受けた事業者

【内 容】 無料で、回数上限なし

（派遣枠１００回分追加）

○被災事業者に対して、国費も活用し、

最大200万円の支援や専門家の派遣制度を充実

前向きな取組への支援 事業者への専門家派遣の充実
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被災農業者への支援

【支援内容】
・病害の蔓延防止のための農薬散布・果実の撤去

・農作物のまき直しに必要となる種苗・肥料代
などの掛り増し経費

ソフト
【支援内容】

・被災した農業機械の修繕・再取得費用

ハード

○国の支援を待つことなく、県独自にハード・ソフト両面で緊急的に支援

被災農家の営農再開を強力に後押し

(例)すいかの病害発生

【補 助 率】
１／２

【補 助 率】
２／３

(例)コンバイン
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業務改善助成金
（主に生産性向上等のハード）

対 象 中小企業・小規模事業者
（事業所内最低賃金が地域別最低賃金の＋50円以内）

補助額 最大600万円
補助率 3/4～9/10

持続化補助金（賃上げ枠）
（主に販路開拓、開発等のソフト）

対 象 小規模事業者
補助額 最大200万円
補助率 2/3

業務改善助成金への上乗せ支援
（事業者の自己負担分の半額を支援）

補助額 最大100万円
補助率 1/2(※対象経費は国の支給額を除く)
予算額 500万円

持続化補助金の対象拡大
（県独自に中小企業を対象）

補助額 最大200万円
補助率 1/2
予算額 4,000万円

国
の
支
援

県
の
支
援

賃上げの取り組みへの支援

○過去最大の最低賃金引上げを踏まえ、臨時的な措置として、国補助金の対象を県独自に拡充

➣県内事業者の経営体制強化を図り、賃上げを通じて消費を拡大する経済の好循環を実現
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台湾における「石川フェア」の開催

・県産農林水産物・加工食品・伝統的工芸品の販売

和菓子の製作実演ブリの解体ショー

令和６年１月１１日（木）～２４日（水）１４日間

○台北市内の高級百貨店「微風」3店舗（復興本店・南山店・南京店）で
「石川フェア」を初開催

内 容

日 程

・生産者・事業者による店頭での直接ＰＲ（試食等）

・台湾の方々が好むブリの解体ショーや和菓子の製作実演

・今後の販路拡大方策のため、フェア後には、ニーズや嗜好を把握するフォローアップ調査を実施

能登志賀ころ柿 五郎島金時

金箔関連商品 山中漆器

いしかわの食文化を発信し、県産品の販路拡大につなげる
８



○県立美術館において、「奈良国立博物館」が所蔵する仏像や仏画など、
至高の仏教美術が一堂に会する大規模な特別展「まるごと奈良博」を開催

文化観光の推進

（１）会 期:令和６年７月～８月

（２）展示内容:

奈良国立博物館所蔵の国宝、重要文化財を数多く借用

奈良国立博物館の至宝の展覧会としては過去最大規模

国宝「絹本著色十一面観音像」
（平安時代）

けんぽんちゃくしょくじゅういちめんかんのうぞう
重文「木造如意輪観音菩薩坐像」

（平安時代）

もくぞうにょいりんかんのんぼさつざぞう

北陸新幹線の県内全線開業後、文化観光の目玉
県内外からの集客に向け、旅行会社等への広報を進める

特別展「まるごと奈良博」

※国宝7点以上、重要文化財80点以上を含む約200点の展示を予定

本県に、これだけ多くの国宝や重要文化財が集結するのは初
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○ 石川県で「伝統的工芸品月間国民会議全国大会」の開催（R6.11）が決定
○ 「全国大会」及び県立美術館での「食を彩る工芸展(仮称)」の２つの事業を核として、
「いしかわクラフト×フードフェス2024～工芸と食の祭典～(仮称)」を開催

食文化の推進

北陸デスティネーションキャンペーンとも連携しながら、食文化に係る多彩なイベントを集中的に展開

期 間 11月上旬（4日間）
内 容 全国の伝統的工芸品の作品展示

や展示即売会など

期 間 11月上旬～12月中旬
内 容 古美術から近現代の工芸を活用した四季

に応じたテーブルコーディネート展示など

「いしかわクラフト×フードフェス2024～工芸と食の祭典～(仮称)」

➣食文化の魅力発信・伝統産業の振興・誘客促進をはかる

「伝統的工芸品月間
国民会議全国大会」 「食を彩る工芸展(仮称)」

○全国大会先催県（R5.11）、いしかわ伝統工芸フェア（R6.2）におけるＰＲ
○「食を彩る工芸展（仮称）」の開催に向けた工芸品等の調査

開催に向けた準備・ＰＲを実施
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